意味のある夏休みにしよう!
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　連日の厳しい日差しに夏本番ですが、いよいよ待ちに待った夏休みです。ちょっとした心得で、意味のある夏休みを過ごすことができます。何となく夏休みが終わってしまったということのないよう、これまでの自分を振り返り、次に何をすべきか考え、行動しましょう。2学期の始業式には、元気で一段と成長した姿に会えることを楽しみにしています。
１「鉄は熱いうちに打て」（Strike while the iron is hot.）
[bookmark: _GoBack]精神が柔軟で、吸収する若い力のあるうちに鍛えるべきである、というたとえです。まさに今の君たちにあてはまります。時間はあり余っているようで、実は「熱い」時間はそれほど長くはありません。言葉ほど簡単なことではありませんが、いかに早いうちに目標や目的を持てるかどうか、それが今後の人生を大きく左右します。当然、この夏休みも目的を持って過ごした人と、そうでない人との差は想像以上に大きなものとなります。一日を無駄に過ごすということは、大切な可能性を毎日捨てていることになります。あっという間に可能性は底をつくことでしょう。今一度、1年後、5年後、10年後の自分を思い描き、一日一日を大切に過ごしましょう。
２「早起きは三文の徳」（The early bird catches the worm.）
早起きをすると健康にもよく、また、そのほか何かとよいことがある、というたとえです。長期休業中で最も危険なのは生活習慣の乱れです。睡眠不足や昼夜逆転の生活は、体だけでなく心もむしばみます。知らず知らずのうちに、やる気や元気を失って、前向きさを取り戻すのに相当苦労します。もしかしたら取り戻せないかも…。いつまでも寝床を離れず、起きればゲームに興じるだけの夏休みになってしまう恐れのある諸君、要注意です。早起きは時間を大切にする基本で、一日を大切にすることにつながります。繰り返しになりますが、自分の可能性を捨てないでください。そして、夏休みだからできることに取り組んで、意味のある素敵な夏休みとしてください。
